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対象者：

難民・避難民の背景を持つ若者

※留学や家族滞在、特定活動、定住者など様々な在

留資格で滞在する若者が応募可能です

対象教育機関：

短大から博士課程まで、国内のいずれの大学への進

学も柔軟に支援します

支援内容：

・学費

・生活費（月5万円〜7万円）

本年度の渡邉利三国際奨学金には、従来の3倍以上となる226人の

応募があり、その中から25人を奨学生として迎えることとなりま

した。応募者、奨学生ともに過去最多となり、多くの方々から寄

せられる期待の大きさを実感しています。

奨学生の皆さんは、紛争や人権侵害、抑圧など、困難な状況を逃

れて日本に来られた方々です。日本語を学び、日本語で専門分野

を学び、研究するために重ねてきた努力に、心から敬意を表しま

す。

現在、日本社会では、外国にルーツを持つ人々をどのように受け

入れ、共に社会を築いていくかについて、さまざまな議論が行わ

れています。日本の言語や文化を学び、社会の一員として学びを

生かそうとする奨学生や卒業生の姿は、多様な人々が共に学び、

働き、活躍する社会の可能性を示しています。

本奨学金は、渡邉氏の「多様な人材を受け入れ、一人ひとりが活

躍できる社会を日本に実現したい」という願いから始まりまし

た。これまでに多くの卒業生が日本の企業や社会で新たなキャリ

アを築いています。奨学生と卒業生の歩みを支え、学びと成長の

機会を広げることを通じて、多様な背景を持つ人々が共に未来を

切り拓く社会の実現に貢献してまいります。

代表メッセージ
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パスウェイズ・ジャパン

代表理事 折居
徳正

渡邉利三国際奨学金について

パスウェイズ・ジャパンの「高等教育支援」事業では、日本で暮らしている難民や、難民の状況となって国外から日本に受け

入れられた人々 の内、進学機会の限られている人々に対して、渡邉利三国際奨学金によって高等教育の機会を提供します。

難民の背景を持つ人々の高等教育進学率は、世界全体でわずか9%にとどまり（UNHCR 教育報告書2025）一般の若者に比べ

て著しく低くなっており、SDGsの枠組みの中、2030年までに15%を達成するため、各国で取り組みが進められています。パ

スウェイズ・ジャパンは、渡邉利三国際奨学金により、日本でこの取り組みを推進し、2030年の国際目標達成に貢献します。

そして、難民となる困難な経験を経た若者達の持つ能力と可能性を信じ、高等教育を受ける権利と機会が制限されている状況

の改善、卒業後の就職と自立、そして彼らの夢の実現に寄与することを目指します。

寄付者から難民の若者へのメッセージ

私は多くの難民を受け入れてきたアメリカで長い間仕事をしてき

ました。祖国を逃れ、難民としてアメリカで高等教育を受け、ア

メリカの社会に溶け込んで活躍してきた人たちを私はたくさん見

てきました。アメリカはベトナムからの難民を多く受け入れ、彼

らに高等教育の機会を与え、多くの難民たちがアメリカの社会で

活躍しています。２０２２年３月に亡くなったアメリカ初の女性

国務長官オルブライト女史は東欧からの難民でした。彼女は難民

の子供としてアメリカで高等教育を受け、のちにクリントン政権

で国連大使、そして、国務長官として活躍しました。

日本は長い間難民を受け入れない国でしたが、私は日本へ逃れて

きた難民の人たちも、日本で高等教育を受ける機会を与えられる

ことにより、日本社会でも活躍できることを皆さんに証明しても

らいたいのです。私は日本が他の先進国並みに多様性を受け入れ

る国になることを願ってこの奨学基金を創設しました。皆さんは

日本で高等教育を受けたのち日本社会で活躍するかもしれませ

ん。また、将来、祖国に帰って活躍するかもしれませんが、それ

はそれで結構です。しかし、いずれにせよ皆さんが日本と祖国の

架け橋になることを私は望んでいます。

皆さんの夢が何であれ、自分自身のものにしてください。

パスウェイズ・ジャパン　名誉会長

渡邉 利三氏



応募状況
(1) 募集期間
2025年10月27日（月）～2026年1月5日（月）
(2) 応募総数
226件

・選考委員会
 ・選考方法
選考委員会を設置し、書類選考および候補者との面談により、支
援内定者および補欠者を選定。選考委員会は、難民支援、人道支
援及び高等教育に豊富な知見を有する、大学関係者、法曹関係者
等で構成。
 ・面接
– 新規応募
日時：2026年2月1日（日）9時30分～18時40分 場所：都内会場
 2026年2月4日（木）15時00分～16時30分、オンライン面接
– 継続応募
日時：2026年2月3日（火）15時00分～19時00分 オンライン面接
 2026年2月5日（木）15時00分～18時30分 オンライン面接

・選考結果
上記の通り選考の結果、以下 25名の奨学生が決定。

事業ハイライト

2026年度の渡邉利三国際奨学金は、前年度を大きく上回る
226名からの応募があり、選考委員会による書類と面接の審
査を経て、この度25名の奨学生を選考しました。

奨学生たちは、2026年度に大学学部へ進学する新入生から博
士課程に在籍する大学院生まで、さまざまな段階で学びを深
めています。専攻も、工学、経済、日本語教育、観光、医
療・看護、など幅広い分野にわたります。構成は女性16名、
男性9名と女性が多く、出身国はミャンマー、アフガニスタ
ン、シリア、ウクライナ、カメルーンの5か国です。
来日に至る経緯も一様ではありません。内戦や紛争の影響を
受け教育を通じて日本に避難して来た人、家族が難民として
来日し幼少期から日本で育った人、高校による受け入れで日
本に避難した人など、それぞれ異なる背景を持っています。
共通しているのは、困難な状況に直面しながらも学びへの意
欲を失わず、日本の大学・大学院への進学を実現した点で
す。現在は、それぞれの専門分野において研鑽を積みなが
ら、日本社会のみならず、出身国や国際社会への貢献を見据
え、高い志をもって歩みを進めています。

パスウェイズ・ジャパンは、渡邉利三国際奨学金を通じて彼
らの学業と生活を支え、難民となる困難な経験を経た若者達
が、自らの目標を実現できるよう、今後も支援を続けていき
ます。

2026年度渡邉利三国際奨学金募集結果と奨学生報告
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支援決定奨学生出身国
（個人名は非公開） 性別 進学先・専攻

（大学名は非公開）

ミャンマー 女性 心理学

ミャンマー 女性 人間科学

ミャンマー 女性 経営学

ミャンマー 男性 国際教養学

ミャンマー 女性 看護学

ミャンマー 女性 農学

ミャンマー 女性 観光学

ミャンマー 男性 国際教養学

アフガニスタン 女性 医療保健学

アフガニスタン 女性 国際関係学

アフガニスタン 男性 情報科学

シリア 女性 社会学（心理学）

アフガニスタン 女性 大学院博士課程（医学研究）

支援決定奨学生出身国
（個人名は非公開） 性別 進学先・専攻

（大学名は非公開）

ミャンマー 女性 看護学

ミャンマー 女性 日本語・日本文化学

ミャンマー 女性 看護学

ミャンマー 女性 工学（機械・電気工学）

ミャンマー 男性 工学（機械・電気工学）

ミャンマー 女性 英語英文学

ミャンマー 男性 工学（建築）

アフガニスタン 女性 経済学

ウクライナ 男性 異文化コミュニケーション学

カメルーン 女性 人文学

シリア 男性 理工学（機械）

アフガニスタン 男性
大学院博士課程
(グローバルスタディーズ)



授与式の当日は、各奨学生がこれまでの経験と今後の抱負についてスピーチを行いました。これまでの経験や専門分野は異な

りますが、母国での紛争や人権侵害など、様々な困難に直面しながらも、学ぶことに希望を見出し、日本の大学で学ぶ道を切

り拓いてきました。スピーチの中では、それぞれの専門分野で学びたいことや将来の目標を具体的に語り、「将来は社会や地

域の発展に貢献できる人材になれるよう努力していきたい」など、自身が成長して社会に貢献しようとする強い思いが、共通

して語られました。 

前年度からの継続支援が決まった奨学生からは、近況報告として、専門分野での学びの深まりや大学外での経験の広がり、新

たな目標について話されました。また、イベントには、昨年に続き、元文部科学大臣の中川正春先生にもご参加いただき、

「次の大きなステップを実現することに期待したい」難民・避難民の学生に励ましの言葉をいただきました。

また当日は、2025年度に卒業した奨学生も参加し、現在の仕事やこれからの目標について語りました。首都圏外で活躍してい

る卒業生はオンラインで参加しました。「さらに成長して社会に貢献できる人材になりたい」「母国と日本をつなぐ存在にな

りたい」という言葉に象徴されるように、彼らの視線はすでに次の世代、そして社会へと向けられています。長く成長を見守

ってきた大学関係者からも、力強いエールが送られました。 

奨学生・卒業生が出身国や関心分野を越えて交流する様子からは、単なる経済的支援にとどまらず、互いに支え合いながら歩

むコミュニティが育まれていることが感じられました。このつながりもまた、困難な状況にある難民・避難民の若者が前に進

む力となります。

パスウェイズ・ジャパンはこれからも、奨学生一人ひとりの歩みに伴走しながら、学びを通じて未来を切り拓こうとする若者

たちを支えていきます。

授与式の様子

2026年4月18日、都内にて奨学金授与式を開催しました。今年度は過去最多となる25名が奨学生に選ばれ、昨年度の卒業生や

家族、支援者など約40名が集いました。一人ひとりが壇上に立ち、自身のこれまでとこれからを語る姿に、会場は励ましとお

祝いの暖かな雰囲気に包まれました。 

授与式の開催ー奨学生が学びに懸ける思いを語りました

これまでのインパクト

奨学生の数：累計

女性の割合：

　国籍：

72名
約半数

6か国
アフガニスタン　ウクライナ
カメルーン　シリア ミャンマー
トルコ（クルド）
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アフガニスタンの現在の政権下では、少女た

ちは教育を受けることができません。カブー

ルにいた頃、私の夢は医学を学び、医師にな

ることでした。しかし、状況の悪化によっ

て、その夢は突然閉ざされてしまいました。

それでも、どんな障害があろうとも、学ぶこ

とへの情熱と、学び続けたいという願いを胸

に抱き続けました。

現在、私は大学の放射線医学科で学んでいま

す。かつて思い描いていた医師への道とは少

し異なりますが、医学と密接に関連してお

り、大好きな分野で歩み続けることができる

のです。医療を通じて人々を助けるという同

じ目標に向けた、新たな道なのです。

大学では、懸命に学び、知識を深め、社会に

貢献するために必要なスキルを身につけるこ

とに尽力しています。

将来的には、無事に卒業し、社会に貢献でき

るキャリアを築くことが私の目標です。日本

国内の地域社会に貢献するだけでなく、いつ

の日か、アフガニスタンの人々や、同様の課

題に直面している人々の力になりたいと考え

ています。希望と知識、そして前向きな変化

をもたらす存在になりたいと願っています。

ナヒードさん（アフガニスタン出身、医療保健学）
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奨学生の声

私はミャンマーのサガイン地方出身です。私

の故郷は、現在も誘拐事件、強盗事件、殺人

事件が多発している地域であり、周囲の村で

は空爆や衝突が起きるなど、非常に不安定な

状況が続いています。医科大学在学中には非

暴力デモに参加しましたが、平和的な抗議活

動に対して発砲が行われ、同級生が命を落と

す現実を目の当たりにしました。状況の悪化

により大学を離れ、生きる意味を見失いかけ

た経験があります。

しかし、その経験が「心に深い傷を抱える

人々を支えたい」という思いにつながり、現

在は心理学を学んでいます。大学では、発達

心理学や臨床心理学、社会心理学などを通し

て、人の心と行動への理解を深めたいと考え

ています。特に、戦争や避難生活など極限状

況に置かれた人々の心理やトラウマについて

研究し、実践的な支援につなげていきたいで

す。

将来は国際機関で児童福祉に携わり、戦争に

よって心に傷を負った子どもや若者たちの回

復と成長を支えたいと考えています。どのよ

うな環境にあっても、子どもたちが安心して

学び、希望を持って生きられる社会の実現に

貢献したいです。また、ここまで学び続ける

ことができたのは、家族や多くの支援者の皆

さまのおかげであり、いただいた支援を将来

社会に還元できるよう努力していきたいと思

っています。

イズンマウンさん（ミャンマー出身、心理学）

私はミャンマーの大学で土木工学を学び、将

来は大学で土木工学を教える教員になること

を目指していました。しかし、2021年の軍事

クーデターによって大学は休学となり、家族

とともに安全な場所へ避難せざるを得なくな

りました。　その後、「何としても学びを続

け、自分の将来を切り開きたい」と考え、家

族と離れてヤンゴンへ移り、日本語インスト

ラクターとして働きながら、日本留学に必要

な知識と資金を準備しました。

2024年に日本の大学の留学生別科に奨学金生

として入学し、現在は人間科学部へ進学し、

都市デザインやウェルビーイングについて学

ぶ予定です。ミャンマーでは、自然災害や政

治的不安定の影響により、都市部・地方を問

わず、日常生活に多くの不便があります。特

に、冠水被害が起きる地域で暮らした経験か

ら、防災・交通・通信を含めた都市計画の重

要性を強く実感しました。

将来は、まちづくりの視点からこれらの課題

に向き合い、持続可能で実効性のある都市づ

くりを通じて、人々が安心して快適に暮らせ

る社会の実現に貢献したいと考えています。

そして、都市計画の専門家として、ミャンマ

ーをはじめとする課題を抱える地域の発展に

寄与していきたいと考えております。

モンエイさん（ミャンマー出身、心理学）

現在、ミャンマーでは内戦の影響により、多

くの人々が安心して暮らせない状況が続いて

います。私の家族も、電気や水が不安定な生

活や将来への不安の中で暮らしており、2025

年に発生した大きな地震では家も被害を受け

ました。

軍による政変が起きた当時、私はミャンマー

で軍に反対するデモに参加していました。し

かし、そのデモは銃で鎮圧され、仲の良かっ

た友人が目の前で撃たれて亡くなりました。

この出来事は今でも忘れることができませ

ん。

その後、戦闘は激化し、特に私の故郷である

サガイン地方では状況が深刻になりました。

インターネットが使えなくなり、各地で爆発

が起こるなど、日常生活が大きく変わりまし

た。そのような中で、私は18歳のとき、日本

で学ぶという夢を持って来日しましたが、正

直に言うと、自分だけが安全な場所に来るこ

とに葛藤もありました。

現在は大学で経営学を学んでいます。この奨

学金のおかげで経済的な不安が軽減され、安

心して学業に集中できるようになりました。

将来は日本の自動車関連企業で技術や品質管

理を学び、ミャンマーが平和になった時に

は、その経験を持ち帰り、日本とミャンマー

をつなぐ存在として両国に貢献したいと考え

ています。

プーウェーさん（ミャンマー出身、経営学）
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私はミャンマー出身で、内戦や政治的混乱の
中で人生を歩んできました。その影響は生活
の不便さだけではなく、人の心や人生そのも
のを大きく変えてしまうものです。私のいと
この一人は、軍に対するデモに参加する中で
友人を亡くし、「自分が関わったことで友人
が亡くなったのではないか」という罪悪感に
苦しむようになりました。また、家族の一人
は命の危険を感じて遠く離れた土地へ逃れな
ければならず、私たちは経済的な抑圧の中で
生活し、将来への希望さえ見えにくい状況に
置かれてきました。
そのような現実の中で、私は何度も無力さを
感じました。しかし同時に、「この状況を変
えたい」「人々の生活を支えられる存在になり
たい」という強い思いが心の中に生まれまし
た。困難な環境の中でも学び続けることで、
自分自身だけでなく、社会の未来を変える力
を身につけたいと強く願うようになりまし
た。
大学では機械工学を学びたいと考えていま
す。ミャンマーでは停電が頻繁に起こり、交
通や産業の基盤も十分ではありません。私
は、エネルギーやインフラに関する技術を学
び、人々が安心して暮らせる環境づくりに貢
献したいです。将来は機械エンジニアとし
て、ミャンマーの復興と発展に自分の力を役
立てたいと考えています。

ヘイン トイレイン
テツさん
（ミャンマー出身、国際教養学）

アフガニスタンでは、2021年にアメリカ軍が
撤退し、タリバンが権力を支配したことで、
国の状況は大きく変わりました。父は仕事や
教育を通じてアメリカや日本と関わりがあっ
たため、家族の命が危険でした。また、タリ
バンが女性に対して教育、働くことを禁止
し、約7ヶ月学校に行ける事が出来ませんで
した。アフガニスタンからイランを経て日本
へ避難する中で、約1年間学校から離れてい
ました。
日本では高校を卒業することができました
が、その後は経済的な理由からすぐに大学へ
進学することができず、2年間、勉強とアル
バイトを頑張りました。その期間は精神的に
も難しい時期でしたが、一方でボランティア
活動や講演を通じて、アフガニスタンの現状
や女性の教育・権利について話すことで自分
には頑張る責任を感じて、モチベーションと
励ましになりました。
現在は大学で国際関係を学んでいます。アフ
ガニスタンと日本という異なる環境で育った
経験から、人権やジェンダー平等、女性のエ
ンパワーメントについて深く関心を持つよう
になりました。将来は、女性の権利やジェン
ダー平等の課題に取り組む分野で働き、日本
社会の一員として国内外で積極的に活動して
いきたいと考えています。

ナジャさん（アフガニスタン出身、国際関係学）

2021年にタリバンが再び権力を掌握したこと
で、私の人生は他の多くの人々と同様、突
然、劇的に変わりました。未来は不透明にな
り、かつて夢見ていた多くの機会が一夜にし
て消え去ったかのようでした。
そのような中で日本へ来たことは、私にとっ
て単なる場所の移動ではなく、私の人生にお
ける転機となりました。
新しい言語や文化、教育制度に適応しなけれ
ばならず、孤独感や文化の違い、慣れない環
境での成功へのプレッシャーなど、多くの困
難がありました。しかし、粘り強さや周囲の
方々の支えや「より良い未来を築きたい」と
いう思いに支えられ、高校を卒業することが
できました。こうした経験から、教育は単な
る個人の成功のためだけではなく、人生や地
域社会を再建する力になるのだと強く感じて
います。
大学ではコンピュータサイエンスを専攻する
予定です。私は、テクノロジーには現実社会
の課題を解決し、人々をつなぐ力があると信
じています。将来は、教育や情報へのアクセ
スを広げるシステムやツールの開発を通じ
て、私と同じように困難な状況に置かれた若
者たちを支えたいと考えています

タリクさん（アフガニスタン出身、情報科学）

このような貴重な奨学金をご支援いただき、
心より感謝申し上げます。皆さまのおかげ
で、安心して学業に専念することができてい
ます。
私の出身地では、現在も内戦の影響が続いて
おり、非常に不安定な状況にあります。
2021年の軍事クーデター以降、インターネッ
トｇ遮断され、現在も安定して利用すること
が難しい状況です。また、空爆への不安もあ
り、隣の村では軍によって家が燃やされる被
害も起きました。
私の村には病院がなく、病気やけがをした場
合、4時間ほどかけて遠くの病院に行かなけ
ればなりません。そのため、適切な医療を受
けることが難しい状況です。親せきの中に
は、病気についての知識が十分ではなかった
ために、小さなけがが悪化し、深刻な状態に
なってしまったことがありました。そのと
き、近くに病院がなく、さらに戦争の影響で
状況も悪く、治療を受けることがとても大変
でした。加えて、経済的な負担も大きく、家
族全体がとても困りました。
この経験から、私は正しい健康や医療の知識
を多くの人に伝え、病気の予防や早めの対応
ができる社会をつくりたいと強く思うように
なりました。

Aさん（ミャンマー出身、看護学）

奨学生の声
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祖国では五年前、平和と自由を失い、多くの

人々が希望を見失いました。教育、経済、医

療など多くの分野が停滞し、私たち若者も未

来を見失った状態で過ごさなければなりませ

んでした。以前は勉強に励み、夢に向かって

進んでいた道が、突然途絶えてしまったので

す。毎日が不安と恐れの中にありましたが、

「どんな状況でも学び続けることをやめては

いけない」という信念だけは手放しませんで

した。

経済的に恵まれた課程ではありませんでした

が、新聞奨学生として日本で学ぶ機会を得る

ことができました。現在は、大学で応用植物

科学を専攻し、遺伝学や植物育種に関心を持

って学業に励んでおります。世界的な気候変

動や人口増加によって食料問題が深刻化する

中、遺伝技術は持続可能な農業の鍵を掘ると

考えています。

将来は大学教員として研究を続けながら、次

世代に農業の知識を伝え、ミャンマーと日本

の両国の農業発展に貢献したいと思っていま

す。これまで多くの困難がありましたが、日

本で出会った友人や支援者の皆さまのおかげ

で、再び夢に向かって歩み始めることができ

ました。これから全力で走り続けたいと思い

ます。

イティンザーピョーさん（ミャンマー出身、農学）

私はミャンマーの大学で4年生として学び、

卒業に向けて研究プロジェクトにも参加して

いました。当時は、まもなく学位を取得でき

ると信じていました。しかし、母国で突然政

治情勢が大きく変化し、学業は中断を余儀な

くされました。取り組んでいた研究も止ま

り、自宅で安全かつ快適に暮らせることさ

え、私が当然のこととして受け止めていたの

だと気づかされました。悩んだ末、私は自分

の価値観に基づき、以前の大学には戻らず、

日本で新たに学び直す道を選びました。

日本ではまず1年以上日本語学校に通い、そ

の後、大学で一から学び直しています。ミャ

ンマーではすでに大学課程の後半まで進んで

いたため、新入生として再出発することは簡

単な決断ではありませんでした。しかし、学

業を続けることが自分の将来にとって最も重

要な一歩だと信じていました。この経験を通

して、新しい環境への適応力や自立心、異な

る言語で学ぶ力を身につけ、自信を持てるよ

うになりました。

現在は大学で経済学を専攻し、特に金融分野

に関心を持っています。金融は多くの産業を

支え、社会の安定に貢献する分野だと考えて

いるからです。将来は、英語と日本語の両方

を活かせる企業で働き、国と国をつなぎ、実

践的な形で社会に貢献できるキャリアを築い

ていきたいです。

ズェピェさん（ミャンマー出身、経営学）

この1年間の大学生活は、これまでとは大き

く異なる環境の中での挑戦でした。大学で

は、自ら主体的に学びを深めることが求めら

れ、高校までの学びとの違いを強く感じまし

た。私は高校時代まで英語を中心に勉強して

きましたが、大学では経済学部に進学し、数

学的な知識を必要とする分野に挑戦していま

す。

最初は授業についていくことも難しく、何度

も壁にぶつかりました。しかし、新たに教材

を購入し、自分で学ぶ時間を増やすなど、試

行錯誤を重ねながら学び続けてきました。決

して楽な道のりではありませんでしたが、自

分で選んだ進路であること、そして応援して

くださる方々の存在を支えに、1年間を乗り

越えることができました。また、こうして安

心して学べる環境が決して当たり前ではない

ことも、日々実感しています。

2年生では、より専門的な経済学を学ぶとと

もに、ゼミ活動やインターンシップにも積極

的に取り組みたいと考えています。また、大

学に入ってから、「将来は自分も、学びの機

会を得ることが難しい学生を支える存在にな

りたい」という新たな目標を持つようになり

ました。私自身が支えていただいた経験があ

るからこそ、次は支える側として社会に貢献

できるよう、これからも努力を続けていきた

いと思います。

Lさん（アフガニスタン出身、経済学）

この1年間 私は異なる環境の中で自分の価値

をどう発揮できるのかということに向き合っ

てきました。多様な価値観への理解を含めて

いました。TOEICも受験して高得点を取得し

ました。英語で考え、英語でアウトプットす

る力を実践 レベルまで高めることができまし

た。またアルバイトは責任ある役割を任され

る中で、周囲との信頼関係を築きながら自ら

行動する力を磨いてきました。また次の1年

は、これまでの経験を土台にして、より主体

的に挑戦していきたいと考えています。例え

ば、インターンを通じて社会に出るための実

践的な経験を手に入れ、自分の武器にしたい

と思います。この1年でチャンスを待つだけ

ではなく 自分から取りに行きます。学びを結

果につなげる1年にしていきます。

ゲラさん

（ウクライナ出身、異文化コミュニケーション学）

奨学生の声

授与式の様子▶



昨年度に続き奨学金のご支援をいただき、心
より深く感謝申し上げます。
私はこの奨学金をいただいたとき、将来への
不安が大きく軽くなり、「これで学び続けら
れる」という安心感で胸がいっぱいになりま
した。そのときの気持ちは、今でも忘れるこ
とができません。
その安心感があったからこそ、この1年間は
学業に集中するだけでなく、日本の小学校・
中学校・高校でミャンマー文化を伝える活動
や、大阪・関西万博関連のイベントに参加す
るなど、新しい挑戦に踏み出すことができま
した。
現在は3年生となり、就職活動を始めていま
す。将来は、かつての私のように、教育の機
会に不安を抱える人々を支えられる存在にな
りたいと強く思っています。そして、その大
切さをSNSを通して発信し、支援の輪を広げ
ていきたいです。
この奨学金からいただいた「安心」と「挑戦
する勇気」を、今度は私が誰かに届けられる
よう、これからも努力してまいります。

モー テッシンさん
（ミャンマー出身、工学部(機械・電気工学)）
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大学で日本語・日本文化学を学んでいるヤダ
ナと申します。本日は、私の大学生活の様子
と今後の目標についてお話しさせていただき
ます。2025年度は、自分の将来の進路を考え
る上で大きな影響を受けた一年でした。大学
生活では、私の専門である日本語・日本文化
の授業に取り組むとともに、日本人学生や留
学生との交流、そして学類の新入生へのサポ
ートにも関わってきました。また、日本語教
育に関するさまざまな科目を履修する中で、
特に外国人児童生徒への支援に強い関心を持
つようになりました。私自身、日本での生活
が1年半ほどになりますが、その経験を通し
て、日本で生活するためには言語指導だけで
なく、生活面や精神面を含めた支援が必要で
あると実感しました。一方で、2025年度は思
うようにいかない時期もありましたが、その
経験を通して生活を見直し、物事にしっかり
向き合うことの大切さを学びました。今年度
は、昨年度の反省を活かし、学業・健康・ア
ルバイト・活動のバランスをしっかり取りな
がら、自分の将来に向けた専門性をさらに高
めていきたいと考えています。

ヤダナさん（ミャンマー出身、日本語・日本文化学）

皆さまのおかげで生活面での不安が軽減さ
れ、勉学に集中することができました。この
1年間は、自分の目標や進むべき道を見つけ
ることができた一年でした。
大学では専門科目の学びが始まり、看護とは
単に患者をケアするだけではなく、「その人
が本来持っている力を引き出す支援である」
という先生のお話が特に印象に残っていま
す。授業では、体の仕組みや患者支援につい
て学び、特に「解剖学」や「生理学」は、私
が最も興味を持って取り組んだ授業です。進
級に必要な試験に合格できるよう、計画的に
勉強を続けています。
授業以外では、医療系サークルで中高生に
BLS（一次救命処置）を教える活動に参加
し、医療知識を分かりやすく伝える力や、多
職種と協力する力を学びました。また、大学
の研修プログラムでフィリピン大学を訪問
し、教育格差や栄養不足などの課題について
現地大学生と協力しながらボランティア活動
やディスカッションを行いました。
今後は、専門科目や実習に真剣に取り組みな
がら、患者一人ひとりに真摯に向き合い、信
頼され、支えとなれる看護師になりたいで
す。

ウィンさん（ミャンマー出身、看護学部）

奨学生の声

私は昨年4月に看護学部へ入学し、この1年
間、看護とは何か、患者さんに寄り添うとは
どういうことかを考えながら大学生活を送っ
てきました。授業や演習では、基礎看護技術
や看護援助論を中心に学び、患者さんを「疾
患」ではなく「生活者」として捉える視点の
大切さを実感しました。
また、学業と並行してアルバイトにも取り組
み、時間管理や責任感を身につけることがで
きました。グループワークやコミュニケーシ
ョンの学びを通して、相手を尊重しながら関
わる力も成長したと感じています。
今後は、より専門的な知識と実践力を身につ
けるとともに、多様な背景をもつ患者さん一
人ひとりに寄り添える看護師になることを目
標としています。この1年は、自分の課題と
向き合いながら、さらに成長できる1年にし
たいと考えています。

カイン　ミミ　トゥッさん（ミャンマー出身、看護学）

◀授与式の様子



この度は、渡邉利三国際奨学金に選んでいた
だき、誠にありがとうございます。
私はこの奨学金授与式に参加できる機会は最
終回になりました。これまでの 4
年間
も、大変お世話になりました。
去年の 1 年間として、夏休みから多くの会社
にインターンシップに行き、就職活動を
行いました。今年 2 月に自分は興味がある構
造設計の仕事で、会社から内定をもら
い、就職が決定されました。
今後 4 年生に、コンクリート床版の非破壊試
験を研究テーマとして、コンクリートを
壊さずに、コンクリートの強度やひび割れの
深さなどを調べる研究活動を行います。
そして、大学で SA として、授業の実習を担
当したり、後輩をサポートしたりしており
ます。
今後は研究を頑張り、社会を貢献できるよう
に頑張っていきます。将来、母国が安定
したら、国に戻り日本で学んだ技術を活か
し、携わりたいと思います。

ヘイン　イェ　セさん
（ミャンマー出身、工学部（建築学））

渡邉利三国際奨学金のおかげで、心配をせず
に勉強に集中することができました。その結
果、大学でも良い成績をとることができ、
50％の授業料減免をいただくことができまし
た。
また、勉強だけでなく、大阪万博や岡山での
インターンシップ、企業とのプロジェクトな
ど、たくさんの良い経験ができました。これ
らはすべて、この奨学金の支えがあったから
こそです。
将来は大学教授を目指しています。今も大学
でティーチングアシスタントとして働きなが
ら、将来のために頑張っています。日本で学
んだことを活かして、日本の社会や母国の役
に立ちたいと思っています。
最後に、あらためて皆さまの優しいご支援に
感謝いたします。

ネーさん（ミャンマー出身、工学部(機械・電気工学)）
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奨学生の声

去年は3年生になって専門科目の学習が本格
的に始まって、難しさを感じる場面が多くな
りましたが、その中で将来につながる貴重な
経験を得ることができたと思います。この経
験を今度は仕事に活かしていきたいと考えて
おります。授業だけではなく、ロボット研究
室にも参加して、去年は友人と協力してポー
ル回収のロボットの制作に取り組む予定でし
た。私はプログラミングを担当することにな
っておりましたが、足をケガしてしまったた
め、 残念ながらプロジェクトは中止になって
しまいました。現在は資格試験の勉強と並行
して、就職活動に向けて努力を続けたいと思
っております。最後に、渡邉利三国際奨学金
とパスウェイズ・ジャパン、これまでご支援
して くださった皆様に心より感謝申し上げま
す。

バドルさん（シリア出身、工学部）

こんにちは。
私は英語英文学科の最終学年に在籍しており
ます。
この一年間は、勉強と研究にしっかり時間を
使うことができ、とても充実した大学生活を
送ることができました。
まず、渡邉利三国際奨学金の皆様に、心より
感謝申し上げます。
皆様のご支援のおかげで、安心して勉強に集
中することができました。
また、大学では学生スタッフとして活動し、
日本人学生の英語学習のお手伝いをする機会
をいただきました。
さらに、ミャンマーの学生が大学に出願する
際のサポートも行いました。
自分にできることで誰かの役に立てたこと
を、とても嬉しく思っております。
今年は大学院への進学を目指して準備を進め
ています。
将来は教師になりたいと考えておりますの
で、これからも勉強を頑張っていきたいと思
います。
また、学生リーダーにも選んでいただきまし
たので、大学の学生のために精一杯頑張りた
いと思っております。
そして、日本とミャンマーをつなぐ架け橋に
なれるよう、これからも努力してまいりま
す。

Tさん（ミャンマー出身、英語英文学）

授与式の様子▶



この4年間サポートし続けて、心より大変感

謝しております。おかげさまで、日本に来る

目的を達成でき、無事に卒業できました。

大学4年生の1年間では、主に研究に取り組ん

でいました。私の研究は機械学習と画像処理

を使って、川の水位を予測し、洪水になる前

にアラートするシステ厶です。

また、日本会社で長期インターンシップをし

ていました。

今月は社会人になって、これからの目標は、

自分が持ってる能力を活かし、平和に向け

て、日本とシリアの架け橋になることです。

改めて、今までご支援してくださり、誠にあ

りがとうございました。

アルヘスワネさん（シリア出身、工学部卒業）
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まず初めに、渡邉利三国際奨学金を通じて多

大なるご支援を賜りましたこと、心より御礼

申し上げます。大学生活を振り返りますと、

困難も多くありましたが、それ以上に大変充

実した日々でした。電気工学、特にプラズマ

科学や光計測の分野について深く学び、研究

活動を通じて専門知識と問題解決能力を大き

く高めることができました。また、在学中に

2本の研究論文を発表することができたこと

は、私にとって非常に大きな成果であり、自

信につながっています。

この1年間は、修士研究の完成に加え、就職

活動や自己成長にも力を入れてまいりまし

た。これらの経験を通して、粘り強さや柔軟

性、そしてコミュニケーションの重要性を学

びました。

現在は研究開発部門のプロセスエンジニアと

して働いており、大学で培った知識を実社会

の課題解決に活かしていきたいと考えており

ます。将来的には、研究者・技術者としてさ

らに成長し、社会に貢献できる人材になるこ

とを目標としております。

最後になりますが、これまでの温かいご支援

に改めて深く感謝申し上げます。

ハンさん

（ミャンマー出身、大学院修士課程（理工学）修了）

Pさん（ミャンマー出身、国際教養学部卒業）

今年の3月に大阪の大学を卒業しました。私

は日本語教師になりたいという夢があったの

で、4年生の時は日本語教員養成講座にも通

いました。大学との両立は簡単ではありませ

んでしたが、生活面でも支えていただいたお

かげで勉強に専念できました。そして2024年

10月に行われたパスウェイズ・ジャパンの就

職活動に関するセミナーに参加したことがき

っかけで、3年生のうちに無事にいくつか内

定をいただきました。その中で、事務局の皆

さんと何度も相談にのっていただいて、自分

に合った進路を選ぶことができました。そし

て、この4月から東海地方の日本語学校で日

本語教師として働いています。まだ慣れない

ことも多いですが、日々学びながら努力して

います。今後は、ミャンマーで自分の日本語

学校を開きたいと思います。ここまで来るこ

とができたのは本当に、この渡邉利三国際奨

学金をくださった皆様のおかげです。私にと

って夢を叶える大きな支えになりました。最

後に改めて本当にありがとうございました 。

2025年度卒業生の声

大学に進学することは私にとって大きな夢で

した。なぜなら私の家族には大学を卒業した

人がおらず、長く続く戦争や困難の中で学び

を諦め、生きるために必死に働いていまし

た。今アフガニスタンではタリバンの影響に

より、女性は6年生以上になると学校 に通う

ことはできない状況にあります。その中で日

本で大学に通えることは 私にとって本当に特

別な機会でした。

しかし1年生の時はアルバイトと勉強の両立

が難しく、アルバイトだけで学費を払うこと

はできず、大学をやめようと考えたこと もあ

りました。それでも渡邉利三国際奨学金に出

会い学び続けることはできました。渡邉利三

国際奨学金のおかげで2年生からは学業に集

中できるようになり、卒業論文やサークル活

動、イベント、他の学生との交流にも積極的

に取り込むことができました。また就職活動

を通して多くのことを学びました。多くの会

社に 応募し面接を受ける中で、うまくいかな

いこともたくさんあって、日本での就職活動

の難しさを感じました。

現在は日本での就職活動に向かって様々な資

格 取得に取り組んでいます。日本語能力検定

試験N1の取得も目標に、さらに努力を続けて

います。 これからは言語や情報で困ってる人

を支え、地域社会や世界に貢献できるように

努力していきます。そして最後に渡邉利三国

際奨学金のご支援に心より感謝申し上げま

す。経済的な支援だけでなく相談に乗ってい

ただいたり、様々な場面で 支えていただいた

ことに深く感謝しています。このように若者

の夢を支える活動がこれからも続いていくこ

とを願っています。私自身も将来困ってる人

を 支え、社会に役立てる人になるように努力

していきます 。

ハージャさん

（アフガニスタン出身、英語コミュニケーション学科）



年度 2022年度末 2023年度末 2024年度末 2025年度末

期末資産額 1,000,000,000 993,705,975 1,110,836,979 1,110,367,805 1,171,626,463

当初金額費 99.37% 111.08% 111.04% 117.16%

前年度比 99.37% 111.79% 99.96% 105.52%

年度助成額 956,300 9,658,000 15,730,220 21,984,750

年度運営費 1,125,313 10,329,052 12,024,721 6,195,566

年度支出計 2,081,613 19,987,052 27,754,941 28,180,316

資産に対する支

出割合
0.20% 1.80% 2.50% 2.40%
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渡邉利三国際奨学金　新たな寄付金による基金増額のお知らせ

公益財団法人パスウェイズ・ジャパンでは、これまで渡邉利三氏の寛大なご寄付により、「渡邉利三国際奨学金」を2021年
より提供し、日本に暮らす難民の背景を持つ若者の高等教育進学を支援してきました。これまでの奨学生の累計は、のべ72
名に上り、今年度も25名の奨学生として支えています。

奨学金設立5年目を迎える今年、渡邉利三氏より新たに700万米ドル（約11億円）を、奨学金基金としてご寄付いただきま
した。今後従来の基金10億円と併せて当財団で資産運用を行い、その運用益を活用して永続的に難民・避難民の若者達に奨
学金を提供していく予定です。

今回の基金の増額により、パスウェイズ・ジャパンでは、これらの若者達の学び続けたいとの思いに応え、より多くの人々
に高等教育進学の機会を提供していきます。そして、一人ひとりが自ら思い描くキャリアを実現し、日本社会の一員として
活躍できるよう、支援を続けていきます。

2025年度授与式の様子（前列中央 渡邉利三氏）
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